






















































　現行の平成 20 年版『学習指導要領』では、「書くこと」領域の指導時間を、小学１～ 2年で年間
100 時間、3～ 4年で 85 時間、5～ 6年で 55 時間程度、中学 1～ 2年で 30 ～ 40 時間、3年で 20 ～




































  1 年   名前・学年、単語、一文（主述）、取材メモ、一文（主述修）、二文、観察文、手紙、体験報告文
  2 年  報告・生活文、観察記録文、紹介文、物語、説明文、詩の創作、体験報告文
  3 年  調査報告文、手紙文、説明・報告文、物語の創作、考えをまとめた文章
  4 年  新聞、意見文、説明・報告文、詩の創作、調査報告文、考えをまとめた文章
  5 年  活動報告文、俳句の創作、提案する文章、説明・報告文、物語の創作、考えをまとめた文章
  6 年  調査報告・推薦文、短歌の創作、意見文、解説文、随筆
（2）　東京書籍（「平成 27 年度版　東京書籍　内容解説資料」より）
  題材探し・文章表現  1 ・  2 ・  3 ・  4 ・  5 ・  6  年
  観察記録  1 ・  2    ／  ／  ／  ／ 年
  感想・意見  1 ・  2 ・  3 ・  4 ・  5 ・  6  年
  手紙    ／  2 ・  3 ・  4　  ／　／ 年
  説明・報告  ／  2 ・  3 ・  4 ・  5 ・  6  年
  創作（物語）  1 ・  2 ・  3 ・  4 ・  5 ・  6  年
  創作（詩・俳句）  1 ・  2 ・  3 ・  4 ・  5 ・  6  年
  情報整理・資料活用  ／  2 ・  3 ・  4 ・  5 ・  6  年
  文集作り  1 ・  2 ・  3 ・  4 ・  5　  ／ 年
（3）　教育出版（教育出版ホームページ「平成 27 年度版　書くこと教材系統表」より）
  1 年  入門期基本編（えとことば、ぶん、しらせたいこと、えにっき、たのしかったこと）、
    日常化・カード、説明文、続き話創作・観察記録文
  2 年  日常化・日記、手紙、報告文、創作詩、物語創作、観察メモ、説明文、自己表現作文
  3 年  日常化・ノート、説明文、手紙、報告文、創作詩、自己表現作文
  4 年  日常化・ノート、報告文、新聞、説明文、物語創作、自己表現作文
  5 年  日常化・ノート、推薦・紹介文、意見文、俳句・短歌作り、自己表現作文、報告文
  6 年  日常化・ノート、推薦・紹介文、随筆、自己表現作文、物語創作、意見文、総合
【中学校】
（1）　光村図書（平成 27 年文科省検定済・平成 28 年発行教科書「学習の見通しをもとう（書くこと）」より）
  1 年  記録、調べ方、説明、紹介、案内、報告、古典関連（体験文）、鑑賞文、創作




  3 年  編集、創作（俳句）、説明、推敲、意見、古典関連（メッセージ）、批評
（2）　東京書籍（平成 27 年文科省検定済・平成 28 年発行教科書「言葉の力一覧」より）
  1 年  詩歌創作、伝達、論証・説得、通信・手紙、情報発信、感性・創造
  2 年  詩歌創作、伝達、論証・説得、通信・手紙、情報発信、感性・創造
  3 年  詩歌創作、伝達、論証・説得、感性・創造
（3）　教育出版（平成 27 年文科省検定済・平成 28 年発行教科書「教材で扱う内容」より）
  1 年  記録、随筆、鑑賞文、案内文、意見文、報告
  2 年  投書、創作（物語）、手紙、意見文

































（1）　筑摩書房（『国語総合』平成 24 年文科省検定済・平成 28 年発行）
　　①　全 446 ページ中、表現指導（「表現編」）は P229 ～ P252 の 24 ページ
　　②　「表現編」の各項目とページ数は、次の通りである。
    表紙  P229  （1 ページ）
    1  ことばを発する  P230 ～ 233 （4 ページ）
	 ★	2	 ことばから文章へ	 P234 ～ 237 （4 ページ）
	 ★	3	 調べてまとめる	 P238 ～ 241 （4 ページ）
    4   話す・聞く  P242 ～ 245 （4 ページ）
    5   自分を表現する  P246 ～ 249 （4 ページ）
    6   文学表現の世界  P250 ～ 252 （3 ページ）
　　③　論理的文章を書く指導のページ（★印）は、全 446 ページ中 8ページ
（2）　大修館書店（『精選　国語総合』平成 24 年文科省検定済・平成 28 年発行）
　　①　全 372 ページ中、表現指導（「表現の窓」）は P161 ～ P182 の 22 ページ
　　②　「表現の窓」の各項目とページ数は、次の通りである。
    表紙  P161  （1 ページ）
    1  話すこと・聞くことの基礎  P162 ～ 163 （2 ページ）
	 ★	2		 書くことの基礎	 P164 ～ 165	（2ページ）
    3  自分の考えを話そう  P166 ～ 167 （2 ページ）
    4  手紙を書こう  P168 ～ 169 （2 ページ）
	 ★	5	 調べたことを報告しよう	 P170 ～ 171	（2ページ）
	 ★	6	 意見を論理的にまとめよう	 P172 ～ 173	（2ページ）
    7  司会者を立てて話し合おう  P174 ～ 175 （2 ページ）
    8  資料をもとに文章を書こう  P176 ～ 178 （3 ページ）










     10  本の POPを作ろう  P180 ～ 182 （3 ページ）
　　③　論理的文章を書く指導のページ（★印）は、全 372 ページ中 6ページ
（3）　東京書籍（『精選　国語総合』平成 24 年文科省検定済・平成 28 年発行）
　　①　全 415 ページ中、表現指導（｢言語活動編 1～ 6｣）は P191 ～ P209 の 19 ページ
　　②　「言語活動編 1～ 6」の各項目とページ数は、次の通りである。
    表紙  P191  （1 ページ）
    1  スピーチする  P192 ～ 193 （2 ページ）
    2  調査して発表する  P194 ～ 197 （4 ページ）
    3  討論する  P198 ～ 201 （4 ページ）
    4  随筆を書く  P202 ～ 203 （2 ページ）
	 ★	5	 意見文を書く	 P204 ～ 207	（4ページ）
    6  通知文を書く  P208 ～ 209 （2 ページ）
　　③　論理的文章を書く指導のページ（★印）は、全 415 ページ中 4ページ
　「国語総合」教科書全体の中では、「表現」に関わるページ数が少なく「読むこと」が中心になっ
ている。まとまりのある論理的文章を書く指導のページは三社とも10ページ未満という現状である。






























































































































































　文字数は 400 字以内、段落数は 4～ 5段落とする。「はじめ」「なか 1」「なか 2」「まとめ」「むすび」
の基本的な構成をもつ、練習用の短い論理的文章を書かせる。


















  構成  役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  行数
  はじめ  全体のあらましを書く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2 行
  なか 1  1 つの具体例を詳しく書く。感想・意見は書かない。　　　　　　  7 行
  なか 2  ｢なか 1｣ とは別の具体例を一つ書く。感想・意見は書かない。　　  7 行
  まとめ  ｢なか 1｣ と ｢なか 2｣ に共通する感想・意見を書く。　　　　　　　  2 行











　以上の考え方に基づき、平成 22 年から 23 年間の 2年間にわたって、茨城県那珂市立菅谷小学校
校内研究として、1学年から 6学年の計 12 クラスで「小論文」を書く授業実践を行った（注 9）。以下、
それについて述べる。
1　指導計画


































































　　　◎　｢なか 1｣ と ｢なか 2｣ に共通する性質が詳しく書けている。
　　　○　｢なか 1｣ と ｢なか 2｣ に共通する性質が書けている。
































  （5 行空き）  （なか 1）　○
　次の日、朝の八時ごろからいそ遊びをした。
  （6 行空き）  （なか 2）　○
　良い思い出になったと思う。















  （2 行空き）  （なか 2）  ◎
　みんなで楽しく、宿泊学習ができ良い思い出になった。







  （6 行空き）  （なか 1）  ○
　科学館の次はこどもの城へ行った。　　　
  （6 行空き）  （なか 2）  ○
　とても楽しかった。








  （3 行空き）  （なか 1）  ○
　科学館の次はこどもの城へ行った。二日目には、い
そあそびをした。かわった形の貝がらをひろった。
  （4 行空き）  （なか 2）  ○
　とても楽しかった。
  （1行空き）  （まとめ）  ○
【考察】
ⅰ　｢まとめの表｣ では、｢いい思い出｣ という









｢まとめ｣ に合う ｢なか｣ を 2つ選べた。
ⅱ　｢一次原稿｣ では、｢まとめの表｣ のキーワード
（単語）を文に直して書けた。






（1）　「論理的に書く力」（下記 10 項目）の向上が見られた。（平成 21 年→ 22 年における茨城県那珂





　　④　｢なか 1｣  に、1つの事例だけ書かれており、それを表すキーワードが 1つあるか。
　　⑤　｢なか 2｣  に、1つの事例だけ書かれており、それを表すキーワードが 1つあるか。
　　⑥　｢なか 1｣  の 1 つの事例が詳しく書けているか。（詳しさ 1）
　　⑦　｢なか 2｣  の 1 つの事例が詳しく書けているか。（詳しさ 2）
　　⑧　｢まとめ｣ に、｢なか 1｣ と ｢なか 2｣ に共通する性質が書かれているか。
　　⑨　｢はじめ｣ や ｢なか｣ には事実が書かれており、感想や意見が書かれていないか。
　　⑩　読みやすい文字で書かれているか。（文字の　大きさ・濃さ・丁寧さ）
　平成 21 年 6 月から平成 22 年 7 月にかけての計 5回、各項目について、75 名中その項目の内容を
達成できた人数の割合（％）を調べ、その結果を以下の表に示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位  ％）
	 段落 文末 はじめ なか 1 なか 2 詳しさ1 詳しさ2 まとめ 事実・感想 読みやすさ
	H21	 6月 59.2 69.7 85.5 67.1 57.9 14.7 13.3 64.5 52.6 56.6
	H21	 11月 75.0 83.8 95.5 69.1 64.7 13.3 10.7 76.5 63.2 66.2
	H21	 2月 88.9 87.3 87.3 82.5 79.4 25.4 22.2 63.5 76.2 41.3
	H22	 6月 87.0 93.5 84.4 94.8 100.0 37.7 40.3 83.1 59.7 76.6
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